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ー 大分212号三光本耶馬渓道路詳細設計業務 ー

代表取締役社長　甲 斐  筆 美

協同エンジニアリング株式
会社

建設コンサルタント

本　　　社 / 〒870-0876 大分市大字三芳1238番地の1
               TEL 097-545-2111　FAX 097-545-3870
               Ｅ-ｍａｉｌ:kyodo@kyodo-cec .co . jp
佐伯営業所 / 〒876-0835 佐伯市鶴岡町1丁目7番15号
               TEL 0972-22-3613　FAX 0972-22-3683

〒870-0856 大分市大字畑中433番地
TEL 097-554-5330　FAX 097-554-5327

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光地区外測量設計業務ほか ー

代表取締役　阿 部  健 次

東洋技術株式
会社

〒870-0852 大分市大字奥田646番地の1
TEL 097-543-1818　FAX 097-543-1897

ー 大分212号三光本耶馬渓道路外測量設計業務ほか ー

代表取締役　森 本  　 満

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光西秣地区外改良工事 ー

本社／〒870-8611 大分市中島西3丁目5番1号　TEL 097-536-1530
支社／福岡　支店／北九州・熊本・鹿児島
http://www.saikikensetsu.co.jp

「誠実と堅実」技術に生きる

代表取締役社長　川 崎  栄 一2018年度

〒878-0025 竹田市拝田原188番地
TEL 0974-63-3245　FAX 0974-63-2314

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光田口地区第2工区改良工事 ー

代表取締役　松 井  宏 一

〒879-7761 大分市大字中戸次4463番地の1
TEL 097-597-0606　FAX 097-597-5109

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光田口地区第7工区改良工事 ー

代表取締役　穴 井  繁 敏

株式
会社
株式
会社

〒879-0627 豊後高田市新地1071番地
TEL（0978）22-1131 FAX（0978）22-3429

ー 大分212号三光本耶馬渓道路田口IC地区第3工区改良工事ほか ー

代表取締役社長　隈 田  英 樹

100年を拓く 未来を拓く100年を拓く 未来を拓く

西日本土木株式会社

〒872-1202 豊後高田市香々地4089番地
TEL 0978-54-3311　FAX 0978-54-3325

ー 大分212号三光本耶馬渓道路田口IC地区第4工区改良外工事ほか ー

代表取締役社長　堤   俊 之

株式会社 菅　組
ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光田口地区第2工区改築工事 ー

おかげさまで133年

大分支店
〒870-0911 大分市新貝3-20
TEL 097-556-0161　FAX 097-552-1784
URL http://www.matsuo.gr.jp

〒870-0018 大分市豊海4丁目3番19号
TEL 097-536-0469　FAX 097-538-2086

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光田口地区第4工区改築工事 ー

代表取締役社長　瀬 尾  直 樹

朝日工業株式
会社

〒879-1135 宇佐市和気1023　TEL 0978-37-0281　FAX 0978-37-1892
http ://www.suemune-gumi .com/

ー 大分212号三光本耶馬渓道路三光田口地区第5工区改築工事ほか ー

代表取締役社長　末 宗  信 市

株式
会社 末 宗 組

SUEMUNE.G

ー 大分212号三光本耶馬渓道路田口IC地区第5工区改良工事ほか ー

代表取締役　柴 田  康 輔
〒870-1113 大分市大字中判田1712番地の4
TEL 097-597-2233（代表）　FAX 097-597-2234
http://www.shibata-c . jp/

柴田建設株式会社
『信頼』される　企業であり続ける　〰１９２１年創業〰
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（事業中）

耶馬溪道路
L=５㎞
（事業中）

本耶馬渓耶馬溪道路
L=５㎞
H24.3
2車線開通

本耶馬渓耶馬溪道路
L=５㎞
H24.3
2車線開通

中津三光道路
L=3㎞
H27.2
2車線開通

中津三光道路
L=3㎞
H27.2
2車線開通

中津道路
L=2.1㎞
H21.3
2車線開通

中津道路
L=2.1㎞
H21.3
2車線開通

中津港線②
L=1.5㎞
H21.3
2車線開通

中津港線②
L=1.5㎞
H21.3
2車線開通

中津港線①
（臨港道路）
L=3.4㎞

中津港線①
（臨港道路）
L=3.4㎞

三光本耶馬渓道路
L=12.8㎞

三光本耶馬渓道路
L=12.8㎞

L＝2.8㎞
今回開通する区間

中 津 市

大 分 県

至 
日田市

福 岡 県

宇 佐 市

あ
す
午
後
４
時
開
通
へ

　

地
域
高
規
格
道
路
「
中
津
日
田
道
路
（
Ｌ
＝
約
50
㌔
）
」
の
一
部
を
構
成

す
る
三
光
本
耶
馬
渓
道
路
（
Ｌ
＝
12
・
８
㌔
）
の
中
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
〜
田
口
Ｉ
Ｃ
間
（
Ｌ
＝
２
・
８
㌔
）
が
あ
す
午
後
４
時
に
開
通
す
る
。

　

三
光
本
耶
馬
渓
道
路
は
２
０
０

７
年
度
に
事
業
着
手
し
、
今
回
、

中
津
Ｉ
Ｃ
〜
田
口
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通

を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
権
者
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ま
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
当
事
業

の
推
進
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
部

に
お
け
る
現
地
調

査
、
測
量
や
道
路

・
ト
ン
ネ
ル
・
橋

梁
な
ど
の
設
計
、

お
よ
び
耶
馬
渓
層

凝
灰
角
礫
岩
が
堆

積
し
、
掘
削
が
難
航
す
る

地
層
も
あ
る
中
で
の
工

事
な
ど
、
事
業
に
携
わ
ら

れ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
施
工
業
者
の
皆
さ
ま

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
完
成

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

中
津
日
田
道
路
は
国
・

大
分
県
で
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
三
光
本
耶
馬
渓
道

路
は
国
が
権
限
代
行
事
業

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
通
で
、
中
津
日

田
道
路
の
開
通
延
長
は
14

・
４
㌔
と
な
り
、
さ
ら
に

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る

た
め
、
自
動
車
関
連
企
業

の
誘
致
が
促
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
豊
富
な
観
光
資

源
を
持
つ
耶
馬
溪
・
本
耶

馬
渓
地
域
へ
の
観
光
客
の

増
加
な
ど
地
域
産
業
の
活

性
化
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
現

道
の
代
替
え
ル
ー
ト
と
し
て
、
支

援
物
資
の
輸
送
や
迅
速
な
災
害
復

旧
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
は
東
九
州
自
動
車
道
と

九
州
横
断
自
動
車
道
を
連
結
す

る
こ
と
で
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
、
産
業
、
経
済
、

文
化
の
交
流
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
本
道
路
の
活
用
に
よ

り
、
地
域
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

地
域
が
待
ち
望
ん
だ
中
津
日
田

道
路
の
中
津
Ｉ
Ｃ
〜
田
口
Ｉ
Ｃ
間

が
、
い
よ
い
よ
開
通
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
国
や
大
分
県
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
津
市
で
は
、
近
年
、
２
度
の

大
き
な
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、

本
市
と
日
田
市
を

結
ぶ
国
道
２
１
２

号
が
被
災
し
、
人

・
モ
ノ
の
流
れ
が

す
べ
て
ス
ト
ッ
プ

し
ま
し
た
が
、
中

津
日
田
道
路
が
迂
回
路

と
し
て
機
能
し
、
ま
さ
に

「
命
を
つ
な
ぐ
道
」
と
し

て
、
そ
の
後
の
復
旧
に
大

き
な
力
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
津
日
田
道
路

が
全
線
開
通
す
る
こ
と

で
、
北
部
九
州
の
循
環
型

高
速
道
路
網
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
東
九
州
自
動

車
道
と
中
津
日
田
道
路
が
交

わ
る
中
津
市
は
、重
要
な「
拠

点
都
市
」
と
し
て
さ
ら
に
発

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
津
市
が
持
つ
優

位
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
す
こ
と
で
、
す
で
に
多
く

の
企
業
立
地
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
中
津
市
は
「
働
く
世

代
」
の
増
加
に
よ
っ
て
、
県

内
の
市
で
出
生
率
が
最
も
高

く
、
人
口
減
少
も
最
小
限
に

留
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、中
津
日
田
道
路
は
、

中
津
市
か
ら
日
田
市
方
面
へ
延
伸

し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
沿
線
上

に
は
一
昨
年
、
日
本
遺
産
へ
認
定

さ
れ
た
「
名
勝
・
耶
馬
溪
」
が
あ

り
、
中
津
日
田
道
路
の
完
成
は
、

こ
う
し
た
面
で
も
中
津
市
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
開
通
す
る
田
口
Ｉ
Ｃ

を
足
掛
か
り
と
し
、
今
後
も
中
津

日
田
道
路
の
一
日
も
早
い
全
線
開

通
に
向
け
、
関
係
機
関
と
と
も
に

全
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と

も
に
、
本
道
路
の
活
用
に
よ
り
地

域
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
光
本
耶
馬
渓
道
路
は
、

東
九
州
自
動
車
道
中
津
Ｉ
Ｃ

か
ら
２
０
１
２
年
に
開
通
し

た
本
耶
馬
渓
耶
馬
溪
道
路
の

本
耶
馬
渓
Ｉ
Ｃ
ま
で
を
つ
な

ぎ
、
総
事
業
費
は
約
４
６
６

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
三

光
本
耶
馬
渓
道
路
で
は
、
今

回
の
中
津
Ｉ
Ｃ
〜
田
口
Ｉ
Ｃ

の
開
通
が
初
と
な
り
、
区
間

内
に
は
橋
梁
３
橋
、
西に

し
ま
く
さ秣
ト

ン
ネ
ル（
Ｌ
＝
６
０
７
㍍
）と

田
口
ト
ン
ネ
ル（
Ｌ
＝
１
７

６
㍍
）が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

中
津
日
田
道
路
は
、
計
画

さ
れ
て
い
る
路
線
に
並
行
し

て
、
国
道
２
１
２
号
が
通
っ

て
い
る
。
国
道
２
１
２
号

は
、
法
面
崩
壊
な
ど
に
よ
る

通
行
止
め
が
多
く
、
道
路
に

沿
っ
て
流
れ
る
山
国
川
の
氾

濫
に
よ
る
被
害
も
発
生
。
こ

の
た
め
、
災
害
に
強
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
中
津
市

と
日
田
市
を
結
ぶ
物
流
効
率

化
な
ど
を
目
的
に
、
中
津
日

田
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

　

す
で
に
、
中
津
港
か
ら
東

九
州
自
動
車
道
の
中
津
Ｉ
Ｃ

ま
で
、
本
耶
馬
渓
耶
馬
溪
道

路（
Ｌ
＝
５
㌔
）が
開
通
済

み
。
ま
た
、
三
光
本
耶
馬
渓

道
路
の
田
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
先
、

三
光
本
耶
馬
渓
道
路
と
同
じ

く
中
津
日
田
道
路
を
構
成
す

る
耶
馬
溪
道
路（
Ｌ
＝
５

㌔
）、
日
田
山
国
道
路（
８
・

８
㌔
）で
も
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
中
津
市
と
日
田

市
を
結
ぶ
新
た
な
道
路
の
完

成
が
、待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

中津日田道路

九州地方整備局長

伊勢田 敏
中津市長

奥塚 正典

地域活性化に期待中津市の魅力高める
中津ＩＣ

東九州道への合流地点 田口ＩＣ

２本のトンネル間

田口トンネル

西秣トンネル

（昭和６０年１０月１日第三種郵便物認可） （２）（３） 日 刊 大 分 建 設 新 聞 ２０１９年（平成３１年）３月２日（土曜日）




